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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
一
日
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
た
。
こ
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
反
対
し
て
抗
議

デ
モ
な
ど
を
行
っ
た
国
民
を
虐
殺
す
る
な
ど
、
深
刻
な
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
深
刻
な
人
権
侵
害
に
つ
い
て

国
際
的
に
非
難
さ
れ
て
い
る
。
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
八
日
に
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

を
非
難
し
、
民
主
的
な
政
治
体
制
の
早
期
回
復
を
求
め
る
決
議
案
（
第
二
〇
四
回
国
会
、
決
議
第
三
号
）
」
を
決
議
し
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
経
済
支
援
を
見
直
す
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
発
生
後
に
は
、
世
界
銀
行
と
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は
貸
付
実
行
を
停
止
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
国
政
府
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
の
国
葬
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
招
待
状
を
送

付
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
と
自
衛
隊
と
の
交
流
を
継
続
す
る
な
ど
、
関
係
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
面
に
お
い
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
で
の
支
援
を
継
続
す
る
の
み
な
ら
ず
、
国
際
協
力
銀
行
や
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
（
株
）
海
外

交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
、
（
株
）
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便
事
業
支
援
機
構
、
（
株
）
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
な

ど
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
事
業
に
投
資
し
て
い
る
。
日
本
政
府
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
側
と
の
関
係
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
る
と
こ
ろ
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

資
金
洗
浄
や
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
国
際
的
な
基
準
策
定
機
関
の
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
は
、
二
〇

二
二
年
十
月
二
十
一
日
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
「
行
動
要
請
対
象
の
高
リ
ス
ク
国
・
地
域
」
に
追
加
す
る
と
発
表
し
た
。
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
民
間
投
資
は
停
止
す
べ
き
で
あ
り
、
保
健
や
教
育
な
ど
の
人
道
的
支
援
を
除

い
て
政
府
開
発
援
助
を
停
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

二 

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
事
業
に
上
記
官
民
フ
ァ
ン
ド
と
と
も
に
投
資
を
し
て
い
る
民
間
企
業
は
、
特
別
損
失
を
計
上
し
て
い

る
。 

 
 

上
記
官
民
フ
ァ
ン
ド
に
お
い
て
も
同
様
の
会
計
処
理
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

 

右
質
問
す
る
。 


